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米
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書
の
所
馨
殊
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益
か
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日

米

共
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宣

言

0

所

謂
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殊

利

益
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論
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林

5

號

七
六

毅

去
十
一
月
ニ

 

.日.；

.華

®

頓
に
於
て
米
國
國
務
卿
ラ
ン
シ
ン
ダ

.氏
及
日
本
#
派
大
使
石
，井
子
の 

問
に
交
換
せ
ら
れ
た
る
日
米
共
同
：宣
言
は
、之
を
四
項
に
分
つ
を

#

ベ
し

。

第

一

頃
は
此
の
共 

■f
c
.

 

,
k
-
K
5:
爲
す
に
免
れ
る

.動
機
を
示
す
も
の
に
し
て
、

『

近
來
往
ヶ
流
布
せ
ら
れ
た
る
有

®

な
る 

.風
說
を
一

.掃
せ
ん
が
爲

S

々
i

と
云
へ
る
劈
頭
の

i

節

，は

即

ち

是

れ

な
.第
.ニ
項
は
支

®

に 

K

け
る

r

#
赚
羽
益
の
承
認
に
關
し
、本
宣
言
中
最
も
重
要
な
る
も
の
.な

6

0
左
の
如
し
。

『

合
衆
國
及
日
本
國
兩
政
府
は

：：

領
土
相
：近
接
す
る
國
家
の
間
に
は
特
殊
の
關
係
を
生
ず
る
ミ 

vj 

V

」

承
記
す
。
從
卞
合
衆
國
政
府
は

n
r

本
國
が
支
那
に
.於
て
特
殊
の
利
益
を

^

す
る
こ
ビ 

.
を
承
認
す

。
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.
本
の
所
領
に
接

_

せ
ギ
地

1

に
於
て
殊
に
然
ぅ
と
す
。
尤
も
支
那
の
領
土 

主
權

(territorial 

s
o
v
e
r
e
i
g
n
^
)

は
-完
全
に

#

在
す
る
も
の
に
し
て
、合
衆
國
政
府
は
日
本
國
が

Jt

の：地
理
的
位

®

の

：
結

果

，
右

特

殊

の

利

.
益
を
有
す
る
も
、他
國
の
通
商
‘に
不
利
な
る
偏
颇
の
待 

遇
を
典
へ
、又
は
條
約
上
支
那
の
從
來
他
國
に
許

®

せ
る
商
業
上
の
«
利
を
無
視
す
る

こ

と

,

を
欲
す
る
も
の

.に
非
ざ
る
，旨
の
日

.
本
：國
：政
府
梁
次
の
保
障
に
全
然
信
賴
す

C
』

• 
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•.

,
右
は
合
衆
國
政
府
が
支
那
に
，於
け
る
日
本
の
特
殊
利
益
を
承
認
す
る
に
對
し
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本
は
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丧
換
的
に
、支

■那
の
領
土
ま
樺
に
變
化
な
き
こ
と
を
聲
明
し
、且
外
國
の
通
商
に
不
當
な
る
掼
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を
與
へ
ざ
る
こ

ビ
を
保
障
し
た
る
も
：の
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解
す
る
を
得
ベ
し
。
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次
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於
て
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獨
立
及
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全
並
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放
に
關
す
る
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來
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共
通
愈
見

V」 

0
明
せ
，り
。
但
し
同

#

'
の
形
に
於
て
の
：共
同
聲
阴
な
る
も
、實
際
に
於
て
は
、主
ビ
し
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本
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到
す
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解
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く
の
效
果
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す
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本
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立
又
は
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全
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右
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上
及
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國
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に
意
見
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ビ
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神
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ず
る
も
の
？
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不
當
な
る
利
權
を
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猻
得
す
る
に
反
對
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ぅ』
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t
o
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と
云
ふ

は
、
唯
反
對
の
意
向
を
表
示
す
る
も
の
に
し
て
、必
ず
し
も
反
對
厅
動 

を
幸
る
ベ
し
と

.
の
^

約
I
に
は
非
ず
ゴ

『

反
對
な

^

』

ど『

反
對
す

.
べ
し

』

と
の
間
に
區

別

存

す
る
は
、之 

を
©

;5

る
可

&

ず

。
；
：
然

れ

：
ど

も

意
見
衫
於
そ
反
對
な
る

f

、sf

地
に
於
て
反
對
行
®
を
執

.

.
る
に
茧
る
べ
き
は
、自
然
：の

.

.勢
た

|>
.

。
日
米
宣

.
言
は
唯
意
見
を
表
示
す
る
に
止
め
、實
地
？
す

®

 

上
の
豫
約
を
合
；ま
ず
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;

雖
夂
共
同
意
見
に
典
同
行
動
の
伴
ひ
來
る
ベ

•

は、之
を
豫
期
し
て
然 

.

る
ベ

し

0
是
れ
此
の
最
狻
の

*

明
の
大
に

I E

耍
視
せ
ら
る
る
所
以
な

b

‘。

然
れ
ど
も
此
の
反
：對
聲
朋
は
ロ
米
問
の
協
商
に
於
て
敢
て
新
要
素
を
成
す
も
の
に
非
ず
。
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.前
記
第

1
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一

項

の

支.那
の
：
*

立
及
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領
土
保
全
並
に
商
業
に
對
す
る
機
，
均
等
主
義
の
轔
明
の

如
き
、亦
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丨

-
、高
平
協
商
中
に
存
す
る
所
な

I

唯
支
那
に
於
け
る
我
特
殊
利
益
の
承
認
に 

率
ぅ
て
は
、同
じ
く
是
れ

『
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に
：

(once 

m
o
r
e
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公
然
た
る
宣
言
を
爲
す

』

の
部
類
中

.に
屬
す
と
は
云
へ
、
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欺
，く
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.式
文
書

-に
於
セ
之
を
中
外
に
聲
明
せ
る
は
、實
に
之
を
，以
て

«

矢
ビ
爲
す
。
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是

a

^
 

V
®
.

に
日
米

.間
に
於
て
然
る
の
み
に
非
ず
。

日
英
同
盟
條
約
及
日
露
協
約
は
、共
に
特
殊
利
益 

の
.文
字
を
有
す
と
雖
も
、其
の
內
容
に
至
ぅ
て
は
ギ
囘
米

«

の
承
■
せ
る
も
の
と
多
タ
羿
な
る 

r

あ
る
は
後

it
に
說

以
j

る

が
如
む

：0

是
れ
予
か
特
に
此
點
に

®

&
を
措
き
、之
を
主
題

V
J

爲 

-し
て
此
の
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な
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こ
く
を
承
認
す

』

ど
言
ひ
、次
：に
此
の
原
則
の
適
用
と
し
て

『

從
て
合
衆
國

.政

.府
は

n
 

R

於
て

^

殊
の
：萍
益
を
布
す
る
へ

^
と
を
承
認
す
。

日
本
の
所

®

に
接
壊
せ
る

®

に
然

6

と
す

』

^
言
へ

>
9 

0即
ち
通
商
等
の
關
係
よ

^V

起

^N

來
る
特
殊
利
^
ビ
よ 

:

&
に
し
領
土
近
接
の
特

%

關
係
よ

6

生
じ
來
る
の

#

殊
利
益

5:
承
.認
せ
る
な
ぅ

(

の
前
者
に
比
し

v
m

に
.

廣
大
深
奥
に
し

.

て
而
し
て
又
遙
に

f

f

i

大
緊
切
の
も
の
な 

た
t

o

特
'

殊

韌

益

の

，
範

_

に付『

日

本

.の

所

領

に

接

壤

せ

る

(
c

o
n

t
g

s
)

地
：方
に
於
て
殊
こ
然
ハ 

ビ
す

』

と
言
へ
る
は

^

汾
例
及
成

11
古

^

方
-

を
'

意
味
す
る
な
ら
ん
も

*

要
す
る
に
是

a

^

の
^
の
 

附
言

た
-

o

之
が

爲
に

支
那

全
明
に
對
す
る

我
特
：
殊
利
益
の

本
則
は
、毫
末
も
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く
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も
の
に
非
ず
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試
に
國
際
外
突

0:
先
，.

例
を

_
.
«

ず
る
に
、領
土
近
接
の
地
理
的
事
情
に
鑪
み
て
特
殊
利
益
を
承 

認
し
、此
承
認
よ

.

ド
し

て’

各
種
：の
特
權
を
設
定
せ
し
め

た

る
も
の
決
し
て
少

-

な
し
と
せ
ず
。
此 

等
の
：先
例
は
日
，米

；
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す
る
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於
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宁
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，
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七

年

|
:
;

八
：

.

2

1
十
一
日
の
波
斯
に
關
す
る
英
露
協
約
の

序
文
に

左
の 

免
き
句
ぁ
り
。

『

，兩
國
は

il
L

il
l

的
及
經
濟
的
理
由

.の
爲
に
、一

_
方
に
於
て
は

*

西
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の
«

界
に
、又
他
方

C
V於 

'
は
、ァ
フ
ガ
，
ス
タ

'
ン
及
パ

f

ス
：タ
；ン；の
境
界
に
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£
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谷
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及
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*
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有
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に

顧

み
、又
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上
記
地
方
に

>

る

1

國
务
自
の
矛
益

W

に
’衝
突

0

起
る
を
錄
け
ん
こ
と
を
希
ひ
、左
の
諸
項
を
尨
电
し

::

.ぅ

.云

々』

o

.
'

.

:

:、

ぐ
て
英
露
ニ
國
は
波

.斯

.め
領
土
中
谷
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地
理
的
に
近
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せ
る
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に
於
て
特
殊
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金

' 

有
す
る
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.

ど

を

第

一

に
f

 

I

l

f

し
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南
部

$

部
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S
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の
勢
力
範
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を
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.
た
り
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彼

*

,
問
顧
：化
就
て
は
、其
後
露
獨
間
に
も
協
商
成
ぅ
獨
逸
亦
.波
斯
北
部
地
方

( 

&

國
の
勢
力
範
匮
な

：

る
こ
と
を
承

g

せ
し

^

其
の
基
礎
と
す
る
所
も

.領
土
近
接
ょ

6

生
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殊
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益
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o

當
時
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マ
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ホ
ル
ク
本
ヒ
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し
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す
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け
る
波
斯
國
情
の
安
固
に

I

 

'

し
、#

殊
利
一
益
を
有
す
。

.

さ
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等
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於
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加
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要
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す
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を
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ん
で
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八
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次
に
千
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7:
1

四
年
四
月

/\
日
の
英
怫
協
約
に
於
て
、英
國
政
府
は
モ
ロ
ッ
コ
に
對
す
る
怫
蘭 

«

の：特
殊
地
位
を
承
認
せ
し
が
.是
れ
亦
モ
ロ
ッ
コ

S

怫
領
ァ
ル
ゼ
リ
ァ
ミ
領
土
近
接
す
る
の 

:

!#
遍
關
係
を
以

\
し：其

-の
出
發
點
ビ
爲
せ

b
。

同
協
約
第
二
條
に
記
す
る
所
左
の
如
し

。

.

.

.『

英
國
政
府
は
怫

-1
西
が
特
に
モ
ロ
ッ
コ

.

.

と
« 0
± 0
絶
< 0
柳
妒

;1
-

°

が
00

Ii
l

°

t °
L O
T O

、同
國

R

於
て 

.

秧
序
を
保
持
し
ハ
且
其
の
必
要
、と
す
る

 

一
•切
の

行
政
上
.經
濟
上
財
政

上
及

軍
事
上
の
改
革
の 

.

p

f r

の
爲
に
助
カ
を
與
メ
へ

^

も
の
な
る
こ
と
を
承
離
す
。
英
國

■ &

府
は
怫
蘭
西
が
此

@

 

的
の
爲

.

に
執
れ
る
行

®

を
妨
害
せ
ざ
る

.

べ
き
乙
、と
を
糍
明
す
。
但
し
該
行
動
は
英
國
が

®

約
協
約
及
慣
習
の
結
果
ど
し

.て
现

.に
，

P

ッ
コ
に
於
て
有
す
る
の
權
利
に

«
、影
#
を
及
ぼ

:

、
..、
 

■ 

. 

.

■ ^

ざ
る
べ
き
も
の

V」

す』

。

'

モ
ロ
ッ
コ
に
對
す
る
佛

1 !

西
の
特
殊
地
位
に

B

て
は
、千
九
百
五
年
六
月
怫
國
外
相
デ
ル
力 

ッ
セ
氏
の
辭
職
の
後
'獨
逸
亦
之
を
承

.

認
す
る
に
同
意
し
た
り
。

0
し
て
當
時
佛
國
新
外
相
ル 

!

グ

ィ

一

氏

ど

.獅

逸

大

使

ラ

；

.

ド
；き
卓
芦
の
間
に
取
替
さ
れ
た
る

^

«

千
九
百
五
年
七
月
八 

.

日
®

に
は
左
の
如
く
言
へ

S

?

 

'
;

『

ア
ル
ゼ
リ
ア
と

' 

モ
ロ
ツ
國
ど
領
：土
廣
く
接
壤
す
：る
爲
に
、又
之
ょ
り
し
て
兩
隣
接
國
間
に

生
じ
來
る
特
殊
關
係

.の
爲
に
、並
に
又

4 

ロ
ッ
コ

V

於
け
る
秩
序
雜
持
に
對
し
怫
蘭
西
が
自 

.

然
に
有

-す
る

*

棘
利
益
の
爲
に
、モ
ロ
ッ
コ

R

於
て
佛
蘭
西
の
有
す
る
地
位
を
承
認
す
る
事 

M

に
又
千
九

M

八
年
九

-月
.萬
國
國
際
法
'學

#

が
フ
：ロ
 

I

レ
ン
ス
に
會
議
を
開
き
た
る
際
パ 

!

ク
' 
レ
ー
氏
の
提
出
せ
る
保

®

地
勢
.力
範

11
1

等
の
設
定
に
關
す
る
提
案
第
十
一
條
に
左
の
如

く
：言へ

”
ぅ
。

.

. 

へ

':
厂
ぐ 

•

.

『

隣
接
せ
る

:.
*

減
に

^

ぁ

4

ず
、又
は
係
爭
の

.領
土
內
に
何
等
公
け
若
く
は
其
の
管
轄
に

0

す 

る
#

造
物
を
有
せ
ざ
る

:»
•
家
は
、如
何
な
る
場
合
ご
雖
も

、

|

 

l
« o
H o
5T
O

E

す
る
こ
と
を

#

す』

。
：

.

:..

,

'■
,

是
れ
,
接
せ
る
地
域
に
於

^

は
、利
益

«

_

?:
設

iE
し
得
る
も
の
な
る
こ
ビ

t

問
接
に
肯
ヒ 

せ
る
な
り
。
要
す
る
に
以
上
の
諸
例
に
：依
つ
て
見
る
も
、領
土
近
接
の
事
實
ば
近
接
兩
.國
間
に 

特
滅
關
係
を
生
じ
、從
つ
て
特
殊
利
益
の
承
認
ビ
な

‘む
、又
其
の
自
然
當
然
の
結
論
と
し
て
特
殊 

勢
力
を
.
®
む
る
.に
至
る
は

*國
際
.外
交
の
通
義
な
ぅ
と
稱
す
る
，を

.得
ベ
し
。
勿
論
領
土
近
接
；の
 

狀

.泥
は
必
ず
し
も
常
に
一
な
る
に
非
ず
。

或
は
重
大
な
る
利
寄
關
係
の
部
分
に
於
て
相
.近
接 

.す
》

と
あ
り

9

或
は
利
®
關
係
の
缚
き
部
分
に
於
て
相
隣
り
す
る
こ
ビ
ぁ
り

0

Jb
の
狀
況 

'̂
,十
二
舞

.

t

A彐〕

^

m

b

来與 
N
,寬 
^
E
^
rf
刺
^
^
^
:
稔

も

論

ず

，
•
第
二

 
•
盤 

<

3

\
,



■

筋
t

r

辱

四

.

)

0 

0

.政
米
嚣
寘
茛
办
所

^

特殊利
.

錄
鼇

t

瑢

礙

A

四

/ 

の
_

遠
に
挺

)

ふ

H
、

所
'

謂
#

殊
關
係
に
も
深
淺

.

厚
雜
の
差

.

を
生
，じ
、且
所
麵
特
殊

利
益
に

6
M
0 

疎
密
の
別
を

■

ざ
る
可
ら
ず
。
從
つ
て
又
所

_

特
殊
勢
カ
に
も
強
弱
の

.

相
違
を

*

S

ざ
る 

.

可
ら
す
。
領

±

$

接
の
事
實

.

を
だ
に
同
ぅ
せ
ん
に
は
、必
ず
常
に
同

I

の
特
殊
利
益
及
特
殊

#

 

力
：を
，生
じ

.

得
る
か
如
く
に
思
ふ
は

•

非
常
な
る
誤
解

•

た
6

。
是
れ
第

J

に
記
憶
し
磴

く
べ

き

J 

J
<

耍
：件
な
り

。

：

.

,:
■

右
に
次
で
第
二
に
注
意
す
べ
き
は
、近
接
す
る
土
地
又
は
國
家
の
狀
況
如
何
ん
に
依

6

、之
に 

#

し
て
占

11
ベ
き

■恥
殊
地
位
に
相
違
を
來

す

こ
ビ
な
り
。

近
接
す
る
土
地
に
し
て
殆
ん
ど
主 

人
を
缺
ぐ
か
如
き

M

眯
野
蠻
の
狀
態
に
在
ら

‘
ん
.
か
、之
と
相
隣
り
す
る
の
國
家
は
、之
に
對
し
て 

非
常

.

^
有
力
な
る

#:
,殊
地
位
：を
占
め

*之
を
自
己
の
勢
力

g
.

圆
若
く
ほ
保
識
地

.と
爲
す
に
於
て
、
 

甚
.だ
？

要
求
輝
を
有
す
べ
，し
。

.:
又
近
接
の
土
地
旣
に
蒙
味
野
蠻
の
狀
腺
を
脫
し
、一
定
の
國 

家
組

a

を
爲
せ
る

:®
合
に

■於
て
も

’其
の
政
治
組
織

*

だ
不
完
全
に
し
て
、國
家
の
諸
機
關
其
の 

機
.能
を
完
ふ
せ
ず

«

序

g

も
す
れ
ば
胤
れ
為
く
、從
つ
て
之
に
近
接
す
る
國
家
に
斷
え

ざ

る
本 

安
を
與
ふ
る
場
合
：に
於

^

は
^

國
家
は
之
に
對
し
て
宵
カ
な
る
特
殊
地
位
を
占
め
、右

in
#
國 

R

於
け
る
自
己
の
，利
益
を
雛
課
す

•る
に
於
て

.
特
殊
の
權
利
を
有
し
、具
必
.耍
の
場
合
に
相
乾
の

巧觀

處
歡

.

を
執
る
に
於
て
、第
一
位
の
權
利

2

る
を
得
ベ
し
。
.是
れ
國
際
公
法
の
承
認
す
る
國
家

^

術
i

 

m

張
？

れ
た
る
も
の
為
し
て
可

在

t

而
し
て
夫
の

‘
S

國
に
於
け
る
特
踩

利
益
の
：承
認
な
る
も
の
は
、即
ち
此
の

#

權
の
承
認
に
外
な
ら
ざ
る
な

b

o

 

3

れ
ば
國
家
の
政

浴
組
織
完

全

に
し
て
、主
權
ぁ
.る
獅
立
國
の
實

を

備

へ、
內
外
の
狀

況
總
て
，
接
國

に
何
等
の

不

多
を
取
へ
さ
る
場
合
：に
於
て
は
、

.

其
隣
接
國
は
特
殊
利
，益
を
主
張
し
て
其
の
擁
誕
に
努
む
'る
の

必

^

な
く
從
つ
て
又
第
三
國
に
依
タ
て
爲
さ
る
る
其
特
殊
利
益
の
承
認
な
る
も
の
も

@
 
$
來 

ら
ざ
，る
：な
ぅ
。
 

：
..
:

]:
|

に
躍
げ
た
る
波
斯
苦

く
は
モ
ロ
ッ
デ
に

對

し
、英

露
一
一

國
？

は
ft
國

が
如
何
な
る

利 

«

關
係
を
荷
す

る

か

は今
絮
說
す

る

の
耍

な

か

る
ベ
.

じ
。

英
も
辦
も

波

斯
ビ
は
取

純
に
近

®
 

ノ
1

多

と

，
云

ふ

に

止
ま
ら
ず

し

て
、實

に
^

®:

大
な
る
利
害
の
影
響
を

受
く

べ
き

地
位
に
花

6

0 

又
怫
- «

:

ア
ル
せ
ジ
ア
の
モ
ロ
ッ
コ
に
於
け
る
も
略
似
だ
る
所
あ

_
。

而
し
て
波
斯
及
モ
ロ
ッ 

コ
の

政
：治
t

織
は
^
に
甚
た
ネ
完
全

に
し
て
、
不
斷
の
不

‘安
を
隣
楼
國
に
與
へ
し
は
言
ふ

迄
も 

な
I

.

沿
等
力

#

3
 

r
 

®

係
方
西
に
於
て
將

.

殊
利
益
の
承
認
若
く
は

.

翁
.

殊
勢
力
の
設
冗
を
：圖

r,
l 

ニ

卷

(

A

-a
f
.

) 

0
 

:

m

0米
共
.̂
宣
^

0
所
謂
#

殊
利
餘
.̂
0
ず
，.

■

辭
二
.诚

:1
五



第
十
二
怨

(

八
、六

〕

論
.

説
,

U
米

爲

嘉

多

所

！

i

特

露

絲

筋

：i

A

六

今
：や
北
米
合
衆
國
は
地
理
上
ょ
う
生
じ
來
る
日
支
問
の
特
殊
關
係
に
顧
み
、支
.■
に
於
け
る 

E

本
の
特
殊
利
益
，を
承
認
し
た
り

.

"
支
别
は
固
ょ

.り
波
斯
に
非
ず
。
又

モロッコ

に
非

ず

。
 

支
職
の
文
明
の
巡
に
高
く
、又
其

0

政
：治
組
織
、の
遙
に
進
め
る
は
論
を
俟
た
ず
。
然
れ
ど
も
支 

那
の
統
治
制
度
の

.
猶
甚
だ

.不
完
全
に
し
て
、政
情
安
定
を
缺
ぎ
、秩
序
飢
れ

f

、断
え
す
深
甚
の 

不
安
釋
處
を
近
接
國
た
る
我

.日
本

.
に
與
：へつ
：

'
つ
あ
る

4

否
む
可
ら
ざ
る
の
事
實
た
り
。

日
本 

の
支
：那
：に
於
け

^

は
、決
し
て

¥

純
な
る
近
接
に
非
ず

'し
て
、實
に
量
木
な

る

死
涪
的
關
係
を
有 

す
る
な
：

6

。
支
，那
の

.盛
：衰
興
亡
电
實
！に
我
帝

_

,
の
存
茌
に
直
搂
の
影
響
を
及
ぼ
す
な
り
。
支 

那
內
政
の
紛
亂
の

.爲
に

»

も
ポ

_利
益
；を

.蒙
る
：も

0

ほ 

て
、又
外
國
の
侵
略
的
若 

く
は
威
迫
的
勢
力
？

V

支
那
に
入
う
率
る

^

に
最
も
不
利
益
を

.蒙
る
も
の
も
日
本
な
り
。
故
に 

日
：本
か
支
那
に
於
け
る
僻
殊
利
益
を
：高

^

し
、此
特
殊
利
：益
を
擁
識
す
る
に
於
て
の
特
別
の
權 

利
を
主
張
す
る
ば
、國
際

M
,

義
の
許
す
所
の
當
然

の
..

事
た

6

。
:

'

.

.
支)

那

に
S

す
る
卿
國
の
此
，

.

の
#

^

地
位
は
、̂
國
並
に
露
怫
の

ff
i

に
承
認
す
る
所
な
う
。
大 

正四
：：

年
十

1

月
北
東
駐
在
の
：英
國
公
使

.

ジ
ョ

:

ル：y

ン
氏
は
露
'怫
と
典
に
支
那
を
誘
ふ
て
戰
爭

に
參
加
せ
し
め

.

.
^

.ブ
レ

企
て

/2
.る
こ
.と

あ

ダ

。.
..然

名

豫

め

日

本

と

協

議
.■す

る

乙
^

を
爲
さ
.

^

P

 

し
な
り
0

之

爲

：め
我
國
に
於
て
は
杭

*

の
聲
囂
令
ミ
し
て
起

6

來

b

、日
支
特
殊
關
係
の
無 

視
：せ
ら
る
る
を
憤
る
も
の
甚
，た
多
が
り
き
。

3

れ
ど
ジ
ョ

\
\

ン
氏
の
行
動
は
單
に
其
の
個

. 

人
的

’意
見
に
出
で
^
る
も
の
攻
ら
ん
、英
國
：政

.

.府

..は
支
那

il
l

誘
の
風
說
を
否
定
し
、東
京
駐
在
の 

グ
？
 

I
 

y

'

^

0

に
：存

の

，訓
«

を
.
.送
ぅ
、公
使
は

.十
一
月
ニ
十
七
日
外
務
省
に
趣
き
て
之
を
幣

M
 

次
官
代
手
交
し
た
ぅ
。：其
文
面

.左
み

^
^
^

'

:

『

北
京
に
於
て
英

.支
'
:兩
國
間
に
同
，盟
締
結
，に

_

す
る

' 商

«

進
行
中
な

&

ビ
の
風
說
あ
る
處
、英 

國
は

p]
o
*o
to
®o
l

îo
ko
‘RO
*o
ざ
no
ぬ
、
+xo
»o
io
_
 
細
如

の

tt
o

ff
l
o
を
®0g

/a
o

ô
ô
BI
O

ô
ô
to
00

:

■意思な

き
旨
，を

«

官
は
日
本
外
務
大

E

,
に
a

報
せ
ら
る
ベ
し
。

』

■ 

■ 

'■.

.

., 

. .'
:
.
: 

—

,
:
.
:
.
:■
:

. 

.
.

英
國
政
府
が
我
國
ば
向
：つ：て
斯
る

—

明
を
爲
せ
る
は
、日
英
同
盟
の
說
を
重
ん
ず
，る
に
も
由 

る
ベ
：し
と

.

*
も
、同
時
に
苏
の

';
支
_

に
：對
す
：る

-
日
本
の
特
殊
地
位
の
承
認
を
意
味
す
る
は
、固
よ

を
俟
た
ず
。

而
し
て
露
佛
亦
英
國
と
同
一
意
見
を
採
ぅ
た
る
は
推
想
に
_

へ
た
り

後
英
怫
露
三

.國
炚

Jf
r

は
支
那
參
ー
戰
動
誘
の

#
代
付
、改
め
て

H

本
政
府
に
內
交
渉
を
試
み
た
り 

し
が
、時
の
大
限
内
閣
は
之
に
反
對
す
る
に
決
し
、十
二
月
六
旦
大
正
四
年

)

石
井
外
相
ょ
ら
三
國

第
士

一

怨

(

八
七

)

諭

餽

=
米共同觉萍の

.̂
謂
特
殊
利
益
か
論
^

第

一

號 

八
七
，
、



こ
ぇ
て

/
.
/、

寵

0 

=:米
哄
同
货
耔
の
所
跗
特
殊
利
鉻
を
論
す

 

第

一

耽

八

八

：
/
.
.

大
使
に
其

1

.

1

し
た
り
。
同
時
に
其
以
後
：に
於
け
る
相
互
の
行
動
に

1
し
て
吣
免

I

 

せ
i

當
時
時
事
新
報
の

.

報
じ
た
る
所
左
の
如

.

し
。

一『

富
は
支

I

引
を
？

.一
 

方
に
？

•今
後
支
那
に
於
け
る
獨
逸
の

I

に
就
.て
は

f

 ?

05
f

?

.
ol
ol
:-
5

°:
l

s

 約
し
、又
 

3

 國
は 

H

 
ゆ 

L̂O
聽

が 
^

,

?

を

«

る、
へ

 

§
 
ゃ 

_

須

1へ
に

0°
m°
’
£

 

ふ m
r
S
,

 

叹
に
し
て
热
仁
支
那

_

引
關
題
及
獨
逸
人
排
斤
に
關
す
る
交
涉

S

李
る
に
至
れ
る
な

::
.

:

-

云

A

_

t 

f

主
と
し
て
今
囘
の
大
戰
中

.

5

け
る
對
支
策
に
關
す
と
雖
も

•
兎
に
角
英
®
露
三
國
が 

扁
支
方
劍
を
足
む
る
に
於
て
日
本
政
府
の
見
解
に
重
さ
を
嚴
く
べ

&

こ
ど
を
聲
明
せ
る
ょ
、要 

)

：

/
 

6
  ̂
0 
)
v 

£

る
我

^

殊
地
位
を
承
認
せ
る
に
外
な
ら
ざ
る
な

り

。

:

然
る

.に
米
國
に
一
至
々
て

_

曩
に
は
明
治
：四十
一

.一
年
十
一
月

(

千
九
西
九
年

)

滿
洲
鐵
道
中
立
の 

議

I

t

5

<

l

:
か
：し

t

こ
ど
ぁ
ち
又
政
治
的
借
款
の
嫌

t

も
の
を
企
て
し 

こ
^

.
ぁ
^

&

近
に
：は
大

JH
-J
U
.ハ
.年

ニ

，月

米

獨

斷

交

を

決

行

す

る

と

同

時

に

-支

那

に

阳

つ

て

同
 

1

行

動
^

出

で

ん

乙

：ど

を

勸

吿

し

：、日

本.
の
意
向
如
何
ん

R

は
多
く
頓
着
せ
ざ
る
が
如
き
色
あ

办

た
：ぅ
。

支

：那

の

獨

邋

ビ

斷

交

す

る

：はB

本
の
興
議
な
き
所
な
。
と

0

も
、米
國
が
支
那
に

-J
-
A 

て
，游

.潑
な
る
政
治
上

0.
性
質
：を
滞
び
た
る
行

®

を
爲
す
は
、反
面
に
於

;C
H

本
の
特
殊

地
立

 ̂

，傷
く
る
の
嫌
あ
る
も
の
と
し

9
、 s

本
人
の
竊
に
銳
敏
な
る
感
覺
を
禁
じ
得
ざ

b

し
所
な

b

o 

然
’れ
ど
も
米
國
政
，

.

府
の
眞
韋
は
世
人
の
：疑
ひ
し
か
如
く
爾
く
公
疋
を
缺

.ぐ
に
非
ず
。
正
當
介 

る
我
：
,

殊
利
益
は
彼
等
の
承
認
す
る
，に
，吝
な
ら
ざ

_る
所
な
t

衆

S5
問
題
に
對
す
る
米

.國

m 

千
涉

.慾

.に
利
日

: *
人
の

«

ザ
る

»

疑

は

、支

_

に

對

す

る

日

本

の

侵

略

的

野心

R

付

米
國
人
の 

■
V

せ

る

. ^
疑
ビ
赂
巩
の

.
類
を
同
ぅ
し
た

t

即
ち
石
井
特
派

.大
使

k

米
..國
大
統
領
ゥ
ィ
ル
ソ 

_

ン
氏
及
國
務
卿
ブ
ン
シ
ン
ダ
氏

k

K

接
に

.淡
泊
に
胸
襟
を
開
い
て
意
.見
を
交
換
す
る
に
及
び 

ネ
參
の
實
セ
は

®

に
^

佐
と
な
少
斯
く
て
，今
囘
の
典
同

1：
.
言
を
見
る
に
至
办
た
る
な
ぅ
。

7r
i 

し
て
米
國
人
は
：支

.鄉
の

*

立
及

.保
全
並
に
商

m

上

の

機

會

均

等

に

.#
、新
な
る
保
障
を
得
て
女 

に
意
を
安
ん
ず
る
ビ
同
時
に
、日
本
人
は
英
佛
露
の
承
認
せ
る
我
對
支
特
殊
地
位
が
觅
に
米
國 

政
が
の
公
式
承

E

に
依
つ

'
て
愈

M

實
と
な
れ
る
を
大
に
滿
足
し
つ
つ
あ
り
。
是

a

0̂
に
皮

^
 

の
爲
に
祝
す
べ
き
な
ら
。

.

.
勿

論

日

米

共

同

宣

言

に

：記
..す

る

所は
、唯『

合
衆
國
は

n

本
國
が
支
那
に
於
て
特
殊
の
利
益
を

■

贫
1
一卷，

(

-

ノ:;

1)

論

E

=

米业：狗
«

§

所|

|

徘、殊刹锭̂
論肀

 

第
1
盟

ベ

ん
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十
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論

0 

=來
共
|.
1
1宣
宵
の
所
謂
特
殊
利
益
^
論
ず

 

5

號 

九
0

有
す
る
こ
ビ
を
承
認
す

』

ビ
言
ヾ
ふ

R

過
ぎ
す
。.特
殊
利
益
を
有
す
る
の
結
果
と
し
て
如
何
な
る 

特
權
を
有
す
べ

S

か
：は、

}

切

無

言

に

，附

せ
.ら
れ
あ

6

。
此
點
ば
夫
の
波
.斯
又
は
モ
ロ
ッ
コ
に 

麻
す
る
協
約
に
於
て
特
殊
利
益

'を
*

提
と
し
て
種
々
の
結
論
的
協
定
を
爲
せ
る
.，
と
大
に
相
違 

.す
。

然
れ
ど
も
：：旣
に
前
提
を
認
む
る
は

*楚
れ
結
論
を
認
む
る
な
ぅ
。
結
論
的
事
頃
を
直
に
言 

明
す
る
と
，否
ビ
は
、

.

«
便
宜
の

r
a題
に
し
て
、前
提
に

#

ふ
.自
然
當
然
の
結
論
は
、之
を
.®言
に
附 

す
る
の
故

V」

以
て

.
變
化
を
來
す
べ
き
に
非
ず
。
耍
は
實
地
の
活
用
如
何
ん
に
存
す
る
な
，り。
 

'想
ふ
に
ロ
米
直
言
は
：支

»

に
»

す
る
日
本
の
特
殊
地
位
を
承
認
す
る
を
以
て
目
的
ヾ
し
爲
し
、此 

特
殊
地
位
に

#

)

ふ
べ
為
實
際
的
活

!;
.
の
.問
®

は
，總

.て
實
地
の
狀
況
«
ち
此
の
實
際
的
活
動
を 

必
要
、匕
す
る
程
度
の
大
小
、並
に
，此
の
必
要
に
順
應
し
て
進
止

す

る
我
活
動
力
の
强
弱
に
依
つ 

て
、事
實
的
に
決
，定
せ
ら
る
る
に
委
し
た
る

' 
な

是

れ

搴

ろ

妥

.當
の
事
ビ
稱
す
べ
し
。
蓋
し 

支
那
は
目
下
一
大
過
渡
期
に
在

k

c

之
を
政
治
紕
織
の
完
全
な
る
國
家
ビ
亂
一
視
す
る
の
不 

可
能
な
る
同
時
に
、之
を
，波
斯
に
比
す
る
は
甚
だ

®

を
失
す
。
從
つ
て
我
特
殊
利
益
を
擁
課 

t

る
か
爲
に

勿
，

何
な
る

S

度
の

0

励
'
を
耍
す
る
か
は
、正
に
疑
間
に
屬
す
る

5

り
0 

H
本
國

K
. 

は
實
地
に

^

み
.
必
要
に
應
じ
て
宜
し
き
を
制
せ
ん
こ
ビ
を
期
す
ベ
き
の
み
。

右

：
の

：

如
く

：：！

米

宣

言

は

：
唯

，
特

殊

地

位

•の
前
提
を
示
し
て
結
論
的
協
定
を
へ
，ま
ず
と
雖

も
、結 

，論
的
，活
動
を
爲
す
に

.當
今
て
の
制
限
的
條
件
は
明

£1
に
提
示
し
ぁ
り
。
宣
言
第
二
項
の
末
交 

は
即

.ち
、是
れ
な
り
。

.

日
：本
は

『

支
那
の
飯
土
主
權
は
完
全
に
存
在
す
る

』

こ
く
を
承
認
し
、又

『
他
國 

の
通
商
に
不
利
：な
る
偏

®

の
待
遇
：を
與
へ
、又
，は
條
約
上
支
那
の
從
來
.他
國
に
許
與
せ
る
商
寒 

上
の
權
利
を
無
視
：す

る

C

V

Jを
欲
す
る
も
の
に
非
ざ
る

』

こ
と
を
新
に
保
障
せ
る
な

b

o

此
等 

は
米
國
が
日
本
の
：特
殊
地
位
を
，認
む
る
に
對
す
る
交
換
的
條
件
な
り

.
9

從
つ
て
此
條
件
の
範 

圍
|內：

に
於
て
日
本
が

:|
:
1
:ハ#

殊
：利
益
雛

*

の
.爲
め
必
耍

.
の
措
遛
を
執
り
得
る
こ
と
は
、妓

R

暗

a
 

の
中

h

■
承
®

せ
ら
れ
居
る
も
の
な

b

。
但
し
此
外
に
特
殊
利
益
承
認
と
交
換
•的
の
形
ビ
は
な 

居
ら

ざ

る
も
、別
に
宣
言
第
三
項
に

I
於
：て
、料
：米
兩

»-
は
共
に
支
那
の

«

立
及
保
全
並
に
同
戶 

1
1

放
：又
は
商

X

業
に
對
す

4

_

,會
均
-等
を
尊
重
す
ベ

^

乙
と
を

0

明
せ

り
。

此
は

日
英

同
盟 

條
約
及
ロ

#

協
約
の
中
に
も

'存
す

o

〗

故
に
是
れ
亦

日

本
の
，對
支

' 
活
動
に
於
て
の
條
件

と

f 

は
論
を
俟
た
：す

. .

.

,

’ '

さ
れ
&

上
に
述
，ぶ
る
所
を

_

合
し
て
特
殊
利
益
の
前
提
に
多
少
の
結
論
を
附
し
、以
て
日
米 

:

宣
言

の
..

實
'質
的
內
容
を
數
行
の
一
中
に
，現

-S
ん
匕
欲
す

.れ
ば
、必
ず
し
も
困
難

.に
非
ず
。
而
し
て 

.

$ ニ
卷

.

(

九
.

一
)

論

說

.
：
日
米
典
同
寡

~F
1の
所
謂
特
殊
利
益
か
論
す

 

5

»

九一



 ̂
(

ゾ
ニ) 

0
說

n
来
共
同
塞

S
所
馨
殊
利
益
.か
論
す

 

幣
5
 

f
j
.

U

力
.爲

に，
s

1
1

次
，
.1

國
同

®

條
約
第
三
條
の
字
句
に
範

U

以
て
f

す

ベ

し
。

i
l
國

f

國

S

.て
政
事
上
軍

i

及
經
濟
上

I

 

?

る
利

f

.有
す
る
を
以
て
、レ

I

卿
國

f

本
S

.

該
利
酵
擁

I

進

及
保

S

I

1

國
S

て
f

 
 ̂

但
し

I

f

常
に
列
國

2

 

エ
業

'

に
對
す

:'
:

る
機
會
：均
等
：主
義
に
反
せ
ざ
る
：こ
と
を
恶
す

』

。

'

.

こ
v

f

t f

u
: >

ロ
，i

f

は
決
し

V

同
日
に

—

す
、、へ
き
も
の

s

 

f

か
&

に
、內
容
に
於 

い
大

“

異
な
る
を

¥

:

る
は
勿

f

 

^

の
排
列
は
罡
之

I

f

爲
す
を
得
べ
し

^
 

t

守
.

の
見
る
I

以

V
.

ず
れ
：：ば
、日
米
宣
言
の
實
質
的

.

內
容
は
、右
に
準
じ
て
左
の
如
く

S

 

す
る
.
を
得
ベ
し
。 

. 

/
自

I

國
は
支

f

領
土
 

|

接

す

る

吃

篇

國

に

於

て

特

殊

の

利

益

を

有

す

る 

.

を
以
て
米
，

は
ぉ
本
國
が
該
利
益
を
擁
’譎
咐
進
せ
ん
が
爲
、正
當
且

必

0

ビ
離
む
る
描

S

を 

す
る
ク
狩
ネ
を
刃

f

す

但

し

該

措

®

は
常
に
支
那

の

m

立
及
領
土
保
全
並
に
列
國
の
商 

ェ
：業

ド

對

す

る

：
機

會

均

等

の

主

義

.に

反

せ

ざ

る

己

と
5:
要

す

。
 

;

而

し

て

特

殊

利

.益
を
擁
課

«

進
せ
ん

か

爲

に
必
要
，な
る
疋
當
の
措
置
と
は
何
を
意
味
す
る 

力
は
®
地
の
卯
題
た
^
。
次
に
世
人
或
は
日

 

<
、獨
立
及
保
全
等
の
尊
重
ビ
特
殊
利
益
の
承
認 

と
は
雨
立
，せ
す
と
。
是
れ
誤
解
な
り
。•.支
那
の
獨
立
及
保
全
を
維
持
し
且
經
濟
上
の
機
會

©
 

等
を
者
重
す
る

.範
圆
內
に
於
七
飞
、日
本
が
#
殊
利
益
擁
護
の
爲
に
活
動
レ
得
る
餘
地
は
猶
甚 

だ
®:
し

且

先

伢

u

微
.す
る
に
日
英
同

®

條
約
の
序
文

^

に

は

、支
.那

の

獨

立

及

保

全

等

の

尊
 

:重
セ

*
.
並

ん

で

、相

互

の『

特
殊
一
利
_

の
防
護

』

を

聲

明

せ

又

英

露

■の
波
斯
協
約
中
に
も
备
自 

の
勢
力
筛
圃
を

：

定
む
：る
同
時
ば

『

波
斯
の
保
全
及
獨
立
を
尊
重
す
る

』

こど
、並

R

『

他
の
諧
國
民 

の
商

.

業
.

及

h

業
に
對
す
る
均
等
の
便
益
を
永
久
に
設
定
す
る

』

こ
と
を
聲
明

ぜ

i

亦
以
て
雨 

他
の
思
泜
の
雨
立
し
将
る
こ
と
を
知
る
ベ
し
。
外
交
は
狹
量
-な
る
論
理
學
者
の

想
像
す

る
か 

如
く

^

窮
屈
な
る
名
の
に
非
ざ
る
な
办
。

四

上
來
說
明
し
た
る
所
に
依

6

、又
上
に
擧
げ

/2
る
特
殊
肩
益
に
關
す
る
.諸
協
約

の
實
例
に
依 

ぅ
今
向
米
國
が
我

.國
に
取
へ
た
る
承

a

の
非
常
に

.重
大
な
る
戈

■の
な
る
は
、最
早
明
白
な
る
ベ 

.
し
。
實
に
此
の
承
認
は

B

本
が
支
那
に
關
し
て
第
一
發
言
者
た
る
の
權
利
を
有
す
る

乙

ビ
を 

辦
十
二
卷

(

九
三

)

m

m

n

來
共
纏

S

所
I

殊利益か

I

祐ー.號

.

九三



.
m十
二
卷

(

九
四

)

■
論
說
日
米
典
同
宣
言
の
所
馨
殊
利
益I

す
.

2

,城

.
九
叫 

確
定
し
た
：る
な

‘b
。

或
條
件
の
；範
鼢

.內
に
於
て
日
本
の
優
先
的
權
利
者
な
る
こ

^

は
、最
早
励 

か
し
雛
く
な
れ
る
な
り
。
商
エ

'業
の
經
濟
的
利
益
に
於
て
は
、機
會
均
等
主
轉
を
守
る

I:
K

す 

る
こ
と
勿
論
な
る
も
、荷
も
政
治
的
性

質
を
帶

ぶ
る
事
.項
に

於
て
は
.日

本
は
優
先
漭
の
地
位

を 

占
む
る
な
ぅ
。
支

.那
の
政
情
若
し
列
國
の
傍
觀
を
許

S

ざ
る
か
如

&

こ
と
あ
ら
ん
か
、®

一
 

の 

發
1

老
は
日
本
な
ら
，，ざ

.る
可
ら
ず

o

政
治
改
善
の
爲
に
助
力

?:
要
す
る
こ
ど
あ
ら
ん
か
、第一

' 

の
助
力
孝
は
日
本
な
ら
ざ
，る
可
ら
ず
。

.；
■支
.那
の
內
政
に
は
干
渉
す
可
ら
す
。

3

れ
ど
支
*
自 

身
の
過
久
の

货
に

0
称
の
必
要

上

よ

干

，涉

の

避

け

雛

きこ̂

あ
り
ビ
せ

ん
か
、
列

强
中
に
於 

で
:®1

に
且

*

も
深
く
立
入
り
て

.之
を
爲
す
の
權
利
を
府
す
る
は
即
ち
日
本
な

り
o

^
し
又 

支
那
の
運
命
に
危
險
な
る
侵
迫
：を
.加
へ
ん
ビ
す

る
も
の
あ

b
 
他
よ

.
り

之
を
制
业
防
巡
す
る
の 

必
3G
生
じ
た
り
ど
せ
ん
か
、第

 

一
R

此
任
に
常
る
べ
き
も
の
は
即
ち
日
本
な

b
.。
此
等
は

0

 

土 

近
ね
の
ホ
殊
係
よ

b
.生
じ
來
る
我
帝
國
の
將

.權
な
り
。

而
し
て
此

#
權
は
日
米

宣
言

に
ĉ 

つ

て
實

質
的
に
確
認
せ
ら
れ

^

る
®

•
ぅ
。
:
此
の
#
殊
地
位
並
に
其
の
根
柢
に
横
は
る
思
想
は 

夫
の
モ
ン
ロ

 

—

主
.雜
ビ
相
距
る
：幾

何

^
。
;
.
_
'本
11
1

K
.は
此
點
に

ま
で

自
覺
し
來
る
を
要
す
。

人
石
井
大
使
は
確

®

頓

に

：於
，
け

：る.意
觅
交
換
に
大
體
の
成
功
を
得
た

.る
後
、九
：月
末(

大

正

六

年)

雜
育
市
長
の
歡
迎
會
，に
臨
み
て
一
場
の
演
說
を
爲
し

、
：
'

:
 

y

;

，

『

吾
^

は
^

*iiil

禅

.の
爲
に
低
國
が
菩
等
の
爲
：す
能
は
ざ
る
事
を
爲
す
を
常
に
妨
け
ざ
る
可
ら

ず
':
0

：
.
.
菩

等

は
®

に
彼
等
か
支
那
の
保
全
及
獨
立
を
傷
く
る
を
傍

«

せ

：
ざ

る
の
み
な
ら
す
、晋

等
は

®

に
必
要
に
麻
じ
、一
切
の
侵
迫
莕
に
對
し
て
支
那
の

»

立
を
防
衛
す
る
覺
悟
な

^

•

何
と
な
れ
ば
支

趣
に

對

す
る

外
来
の
侵
入

苦
ぐ
は

干
渉
は
、總
て
我
帝
國
の
枕

®

に
危
篑
を 

加

：ふ

れ

ば

：な
6

』

。
.

.

.

 

■ 

.

ど
喝
破
す
る

.や
、米
I

國
新
間
は

is
.

R

之
を
評
し
て

『

U

本
の

■

モ
シ
ロ
ー
主

«』

V
J言
へ
り
。
此
坪
ょ 

決
し
て
當
ら
ざ
る
に
非
ず

O

モ
ン
ロ
ー
主

«

R

は
種
々
の
解
驛
あ
卜
ノ

，“レ

雖
も
、典
の
本
義
と

す
 

る
所

.は
|»
接
.國

(:
對
す
る
特
殊
地
位
を
主
張
し
て
、他
國
の
干
渉
侵
犯
を
#
斥
す
る
に
存
す
る 

な
り

'0

r

し

y

一
 

般
米
國
人
，か
右
别
子
爵
の
率

®:
な
る
宣
言
を

«

ん
に
喝
来
し

‘た
る
は
、以
て 

日
米
の
了
解
の
如

.

.何
に
完

&

か
を
：知
る
べ
し
。

猶

E
1

米
宣
言
ヾ

J

モ.
ン
ロ
 

—

主
義
と
の
_
係
に 

就
て
フ
は

^

你
士
の
左
が
意
見
ぼ
最
も
參
考
と
爲
す
の
價
値
あ
り
。

.『

今
同
の
日

.

米
新
協
商

0

要
點
ビ
認
む
ベ
き
支
那
に
於
け
る
我
國
の
，特
殊
利
益
の
米
.國
に
依 

る
承
認
は
、米
國
に
取

.

り
て

.

事
新
ら
し
き
主
義
で
は
な
く
、米

0 .

の
國
* '

を
以
て
稱
せ
ら
る
■る 

第十二卷

.

(

九
五

)

論

E 

ロ米共同宴

I

所
還
棘
利
益
齧
す
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第
十
ご
潘

(

九
六)

諭

說

.

日
米
典
同
寒
口
の
所
謂
特
殊
利
，益

^
論
f
 

:

第

一

號

む

六

モ
ン
口
ー
丰
義
，の

.
根

祗

，典
、實

に

ロ

米

新

協

齒

の

言

明

せ

る顧
‘

土
相
近
接
す

る

國
家
の
間
に 

は
特
殊
の
關
係
を
生
じ
、從
て

特
»
の
利
益
の
存
す
る

こ
と
に
在

る
の
で
あ
る
。

米
國

♦か

米 

:.
大
陸

k

於
て
自
己
に
關
し
在
來
認
め
來

o

た
主
義
を

35
細
.迪
大
陸
に
於
て
我
國
に

®)
し
て 

:

認
む
る

^

绝
：
0

た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

0』

^

4

_

1大
正
六
电
ブ 

,
實
に
日
米
宣
：言
被

_
 

”
 

洋

に
®

用
す
る
に
外
な
ら
ざ
る 

刃
に
於
け

'̂
我

^

殊
地
位
の

^

認
ビ
モ
.
ン
ロ
ー
丰
義
ど
ば
、身 

ぐ
I

バ
I

ト
大
學
：敎

«

V

. 

I
ト
於
の
言
に

)

日
ぐ

の
根
祗
の
思
想
は

>合
衆
國
が
ラ
一
グ
ン
、ァ
メ

立
ち
：從

:0
て

^

,

羅

巴

ネ

9

異

な

る

の

音

調

R
.於

て

發

言

す

る

ど
是
れ
な
 
6』

ビ 
0 

Doctrine。

.對
す
る
の
細
係
も
、亦
：全
然
同
一
に
非
ず
や
。

る
は
合
衆
；國
の

2C
米
利
加
大
陸
に
於
け
る
ヾ
し

な
り
。

支 

其
の

a

fi
r

を
同
ぅ
す
る
な

_
£
^
<

,.『
：

モ：
<

.
パ
刺
益
の
地

®

-
に
.；
 

、
有
す
ビ
云
ふ

こ 

日
本

^

支
那
に
、
 

の
>

¥
細
埤
に
於
，け 

な
.ぅ
。

即
ち
彼
は 

る
を
防
が
ん

f

レ

力

の

我

諸
隣

國

の 對  

權 し  

利 特  

を 殊

否
、
V

I
ト
敎
授
は 

, 

酷
似
す
る
こ
と
を 

モ
ン
ロ

1

主

義

が

'
亞

米

利

加

の

阿

弗

利

加

同

檨

に

列

强

分

割

の犠 喝 旣  
牲 破 に  

と せ 日  
な る 本

た

る

も

I

る
し

ど 

を 

說 
さ_ 

又、

HS

米
利

加

を

保

識
し

て

亚

細

3S
の

如

<

侵

在
秦

ら

し

め
ん

-

し
た

i

5

.

1

て
、一

霞

切

S
る
地
？

爲
す
へ 

:
『

亜
細

f

對
す
る
日
本

S

在
の
ま

.

度
は
、實
に
八
十
年
前
合
衆
國
が
恧
米
利
加
に
對
皆
し

“

！

P

:

目

才
力

? ,
; 

メ
 

s

i

l

て

v

ンロ
 

|

主
義
を
說
く
べ

.
き
地
，位
に
在
る
は
、米
國
學
菩
の

.

旣
_

に
1 !

む
る
所
？

。
今

灣

 

ン
7

主
義
の

f

 

S

i

m

へ

:.
:i
至

'

/

る

は

ぉ

わ
:
.て
#

然

に
.非

さ

る

な
.

C
V
。
. 

世

間

或

論

考

は

肖

米

；宣

言

が

隣

接

國

の
 

特

殊
^

I

め

た

る

：S

,

し
、支

那

に

關

し

：
て
0

本
以
外
の

.
各
：.隣
接
國
も
皆
.同
等
の
特
殊
利 

益
.

I

め
ら
れ
左
る
が

如
く
に

誤
解
し
、是
れ

『

東
洋
人

本
位
主
義

I

破
し

，
.

し
た
る
も

i

 

&
パ
慷
慨
し
、又

『

米
國
の
新

.聞
紙
上

k

於
て
は
石
井
子
の
一
席
の
演
說

R

對

し
、日
本
は
來
洋
り 

モ
ン
ロ
ー
主
義

.を
行
は
ん

a
j

す
る

'
も
の
な
り
と
評
し
、日
本
の

.大
使
を
奪
揚
し
：た
>
し
に

^

り
 

す
、米
國
政

.

.府
の
爲
せ

I

言
は

'
求
洋
モ

.
ン
ロ
丨
主

f

 

I

l

f

 

f』

ビ
言
へ
る
は
、驚 
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I
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挪
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第
十
二
卷

(

九
八)

論

m 

=
3
米

共

同

{
£:
|
!
:
の
所
謂
特

殊

利

益

か

鈴

ず

 

第

一

狨
 

九
八

く
べ
き

謬
I T

な
,

ど
謂
：
は
ざ

S

可
ら

す

Q

@

土
：

近
：：

接

の

：事

實

を

同

；
ぅ

す

る

■

も
、其
の
狀
況
の

0 

違

K

依
り

て

•#
.
殊
刺
，益
の
緩
急

强
弱
を

異
に
す
る
次
.第
は
、本

論

第

ニ
節
の
末
段
數
行
を

 

一
0 

せ
«

自
：ら
明
な
る
’

べ

：
し

.。

最

後

に

一

，
言

：す」

べ
&

は
日
米
宣
言

'4
-
»の
#

殊
利
益
承
認
^
、日
英
同
丨
盟
絛
約
及
日
露
懷
約
屮 

の
興
れ
と
多
少
意
義

.を

.興
に
す
る
こ
と
是

.れ

.
な

b

o

明
治
四
十
四
年
七

.月
十
三

.
0

改
訂
'の
现 

行
日
英
同
盟
條
約
の
序
文
に
，は

『
東
亜
及
印
度
の
地
域
に
於
け
る
雨
締
盟

.
國

の

領

土

.
#
を

保

持 

し
、並
該
地
域
に
於

.け
る
：雨
締
盟
，國
の
特
殊
利
益
を
防
擊
す
る
云
冷

』

の
句
ぁ
り
。

此
中
印
度
に 

關
す
る

#

殊
.利
益
は
英
國
に
邱
掇
す
る
典
一
方
に
於
て
、東
亜
に
於
け
る
#
殊
利
益
は
日
英
共 

に
之
を
葙
す
る
の
趣
詩
に
し
て
、

n

本
の
み
が

#

殊
利
益

?:
有
し
從
つ
て
#
殊
地
位
を
占
む
る 

の
意
，味
に
非
す
。
，

.日

.英
同

ff
l

の
特
.殊
利
益
は
俾
ょ
り
の
侵
迫
蜂
擊
に
對
し
で
消
極
的
に
之
を 

防
謎
す
る
を
以
て
自

'的

i
.爲
す
。：

「

日
米
宣

•言
の
特
殊
利
益
が
積
極
的
に
特
殊
地

•位
を
設

M

し
、
 

進
ん
で

.特

殊

活

..爾

を

爲

す- ;

の
前
提
を

-作
.
る
ビ
は
、全
然
相
違
す

る

な

ぅ

。
日
本
を
し
て
支
那
に 

對
し
礙
先
的
發
富
潘
と
爲
ら
し
む
が
如
き
趣
餑
は
、日
.英
同
盟
の
所
謂
特
殊
利
益
に
は
全
然
缺 

如
せ
る
な

'
b

e
又
大
正
五
年
七
月
三

R

の
,日
露
協
約
第
ニ
條
に
日
ぐ
爾
締
組
國
の
一
方
に
依

.
t

承
.認
せ

&

,
れ
’
友
る
-他

の

マ

ー

一

方

「

の

極

：
東

に

於

.

.
け

る

領

土

«

又

は

特

謂

刺

盒
_
が
.
侵
迫

"せ
.
6

る
る 

;に
至

6

た
る

.
'ビ
‘多

は
.1K

"

今
§

 

せ
る

.
日
.本
の
#.殊

V利
翁
の
存
す
る
を 

想
後
せ

.し
む

.。

?1
は
.
多
.
分

：
南

滿

、
州

及
*

蒙
古

.
R
,
.
關〕

.す
る
も
の

.
な
ら
ん
。

S

れ
ど
见
に
^
協
約 

文
而
の

*

殊
利
益
な
る
文
宇
は
、支

‘那
に
對

.
す
る

.
11
先
的
發

'言
.考
の
地
位
を
開
き
來
る
も
の
に 

非

h

る
は
，
m

英
同
诹
倐
約
の
場
合

v
j

多
く
選
ぶ
、所
な
し
。

此
等
の
事
情
を
思
ふ
と
き
は
ゴ
米 

宣
膏
-の

#

感
刹
麵
承

.；
認

；
の

；
非
'常
：に
貴
重
な
る

.
こ
.ビ
益
.；々

ff
l
j白
な
一
.
る
へ
ベ
し
。.
但
し
太
班
四
年
の 

:_.頃
英
佛
露
三
國
が
夫

.
の
支
京
那

.參
戰
呵
顯
に

_
關
聯
し
セ

_

特
殊

.地
位
；を
承
寒
し
た
る
、は
續
三 

節

.に
•
記
し
た
る

*
所
な
.
6
。： 

，

.

:-
:
--
要
す
备
に
：日

:#
け

る

我

特

殊

利

益

の

，
承

認

は

、其
の
'意

咏 

:
:1
-

る
^

甚
だ
廣

»

深
壤
に
し
て
我
活
動
上
の
一
大
可
能
性
は
其
中
に
含
菩
せ
ら
る
。
朿

31
に 

於
け
る
へ
日
本

.帝
國
，の
大
使
命
亦
其
中
に
藏
せ
ら
る
ビ

0

ふ
も
敢
て
不
可
な

>
0
と
せ
す
。
唯
夫 

れ
之
を
し

V

內
容
充
赏
せ
る
來
洋
モ
ン
ロ

1

主
義
の
實
現
ビ
な
■ら
し
む
る
か
、將
.杣
象
的
拟
則 

の

空

宣

言

に

終

ら

し

む

，る
：か
，は
、

1
:

に
其

.
P
 

に
存
す
。
朝
野
政
治
家
及
一
般
國
民 

.
の
深
く
意
を

.

.致
す
を

1

言
る

.所
'な
.
レ
。、

第
.1*I

盤
.

(

外
九

)

0

鄉

n
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同
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